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研究成果の概要（和文）： ケア人材の資質向上を企図した教育プログラムを開発するため、2012～2014年度の間に通
算70名の受講者を対象に、150時間/年×3年の教育プログラムを策定・実施し、その効果測定を行った。受講者からの
聴取・ケア現場の視察・聴取を通じて、総じて「ケア技術」を習得する機会は様々に設けられている反面、「人の理解
」「看取り」等の基礎的知識や考え方について学修する機会が希薄であることが分かった。
　これを受けて、人を理解して、その暮らしを支援することに重点をおいた教育プログラムを策定し実施した結果、「
根拠をもって介護に臨めた」「自らの仕事の意義を再認識できた」といった効果を得た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is develop an educational program that contemplates the 
qualities improvement of care human resources, intended for students of total 70 people between 2012-2014 
fiscal year, and to develop and implement a training program of 150 hours / year × 3 years, its effect 
measure I went. Through inspection, listening listening-care field from the students, but on the other 
hand has been variously provided opportunity to collectively learn the "care technology", and Master of 
the basic knowledge and concepts such as "understanding of the people", "end-of-life care." opportunity I 
was found to be sparse.
To that end, to understand the person as a result of the to be established and implemented educational 
programs that focused on supporting the life, it was possible to re-recognize the significance of "to 
overlook were nursing care with a rationale" "own work I got the effect such as ".

研究分野：ケア分野
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１．研究開始当初の背景 
高齢者ケア労働者は離職率が高く、ケ

アサービスを安定的に供給することの妨

げとなっている。その理由をケア労働者

の側から見ると、低所得や重い労働負担

もさることながら、教育・研修機会がな

いことによる労働意欲の低下がある（介

護事業所における介護労働実態，介護労

働センター調べ，2011）。 
また、提供されるケアサービスの質か

ら見ると、ケアに当たる人材の教育背景

により、その資質に明確な差異が認めら

れる（橋本美香，介護福祉士資格の有無

及び経験年数による認知症ケア比較，東

北文教大学紀要，1，105-112，2011）こ

とも明らかである。 
これらの諸課題に対して、介護報酬の

見直し、介護福祉士の養成促進、現職研

修などの方策が検討・実施されているが、

具体的に質の高いケアービスを安定的に

提供するための方策として十分なものと

なっていない。また、対人サービスの担

い手となるケア人材は、幅広い教養と、

専門的な知識･技術を身につけることが

必要で、そのためには深く・広く学ぶこ

とのできる教育プログラムが求められる。 
 
２．研究の目的 
高齢者ケアに関わる人材が量的に不足

していることが大きな問題となっている。

また、ケア現場では介護福祉士、ホーム

ヘルパー、無資格の人材など教育・知識

背景が異なる人材が混在し、質的な面で

も解決すべき課題は多い。 

本研究はこのような現況に鑑み、ⅰ応

募者が勤務する大学・研究組織と、高齢

者介護施設が連携して、ケアに関わる人

材の資質向上を図るプログラムを策定・

実施し、ⅱ教育プログラムの効果を明ら

かにし、ⅲ他大学・他教育機関でも実施

できる教育プログラムを策定する。 

 
３．研究の方法 

高齢者ケアに関わる人材の資質向上に

有効な教育プログラムを作成するために、 

① ケア学、リハビリ学、医学、哲学、死

生学、統計学の研究者、医学教育の実践

者からなる研究組織において、高齢者ケ

アに求められるサービスの質について検

討した上で、教育プログラムのカリキュ

ラム・指導方法・教科書を作成する。 

② ①の産物を活用して、応募者が実施責

任者となっている「神戸学院大学社会人

キャリアアッ プ講座」において、教育プ

ログラムを実施する(30 人・120～150 時

間／年を予定)。 

③ ②の効果測定を行い、その結果を①の

研究組織にフィードバックし、より効果

的な教育プロ グラムを検討し、他の大

学・教育機関でも実施可能な教育プログ

ラム（カリキュラム・指導 方法）を作成

する。  

 
４．研究成果 
 
１）教育プログラムの検討 

 研究組織において、高齢者ケアに関わ

る教育内容について検討を重ねた。この

際、2008 年度～2010 年度に我々が行った

「社会人の学び直しニーズ対応教育推進

プログラム」による「障害高齢者・障害

者を支える人材の資質・意欲向上を目的

とした社会人の学び直し事業」（文科省

委託事業）の成果を活用し、基礎的なプ

ログラムとした。 

 その上で、初年度参加者 14 名、いずれ

も高齢者ケア現場に勤務する者から、高

齢者ケアにかかる①課題（環境・人材の

資質・ＯＪＴ）、②望まれる教育内容、

③職場での待遇等について聴取し、相互

に討論を行う機会を2時間×3回実施し、

その結果を研究組織にフィードバックし

教育プログラムを再検討した。 



 同様の検討を、研究期間中に繰り返し

実施し、次に示すような教育プログラム

を発展させた。 

 

受講者による討論の風景 

 

２）策定した教育プログラム 

（2012年度） 

高齢者ケア論・演習   ３０コマ 

高齢者ケア実技     １０コマ 

認知症ケア論・演習   １０コマ 

生活環境・ユニバーサルデザイン概論   

１５コマ 

一般教養（哲学・死生学）１０コマ  

ゲスト講義（ケア実務者等による講義）  

１０コマ  

総履修時間 

９０分×８５コマ １２７．５ 時間 

（2013 年度） 

高齢者ケア論・演習   ３０コマ 

高齢者ケア実技     １０コマ 

認知症ケア論・演習   １０コマ 

一般教養（哲学・死生学）１０コマ  

ゲスト講義（ケア実務者等による講義）  

１０コマ 

看取りに関する論      １８コマ 

総履修時間 

９０分×８８コマ   １３２ 時間 

（2014 年度） 

高齢者ケア論・演習   ３０コマ 

高齢者ケア実技     １０コマ 

認知症ケア論・演習   １０コマ 

一般教養（哲学・死生学）１０コマ  
ゲスト講義（ケア実務者等による講義）  

１０コマ 
看取りに関する論      ２０コマ 
総履修時間 

９０分×９０コマ   １３５ 時間 
 

３）教育プログラムの実施 

 受講生が高齢者ケアの実務者であるこ

とから、原則として日曜日の開講として、 

講義・演習をビデオ撮影し自習が可能な

環境を整えた。 

講義風景 

 

４）シンポジュウムの開催 
 教育プログラムの効果検証と、看取り
に関する学びの成果を整理することを目
的に、2013 年度・2014 年度に公開シンポ
ジュウムを開催した。 

 
シンポジュウムの風景 

 
５）教育プログラムと効果測定等 
（教育プログラム） 
 先述のように、教育プログラムの策定、
講義と演習による教育プログラムの実施、     



受講生からの聴取と討論による教育プ
ログラムの検証を繰り返し行った。 
 その結果、２０１４年度に実施した次
のような教育プログラムに一定の効果が
あることと、実際に高齢者ケアに従事す
る者にとって受講が可能なことが分かっ
た。 
高齢者ケア論・演習   ３０コマ 

高齢者ケア実技     １０コマ 

認知症ケア論・演習   １０コマ 

一般教養（哲学・死生学）１０コマ  
ゲスト講義（ケア実務者等による講義）  

１０コマ 
看取りに関する論      ２０コマ 
総履修時間 

９０分×９０コマ   １３５ 時間 
 
（効果測定等） 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
あなたの同僚は、職場での教育を求めて
いますか。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
教育プログラムを受講したことにより、
業務に有効な変更がありましたか。 
 
 その他、受講生からの聴取内容の代表
的なものを列記するとつぎのとおりであ
る。 
・教育プログラムが必要なことは自明で
あるが、実際に受講するモチベーショ

ンをもった職員が多いとは思えない。 
・そもそも高齢者ケアに関する考え方が

定義されておらず、結果的に職能ごと
の技術にとどまっている。 

・施設管理者にとって、学習を重ねる職
員は好ましく映っているか否かは不明。 

・本来、現任教育ではなく、卒前教育プ
ログラムとして、高齢者ケアに関わる
者全てに提供されるべきである。 

・受講により根拠をもって仕事に臨める
ようになった。 

・自らの仕事の意義を再認識できた。 
 
 以上のような成果を踏まえ、後述のよ
うな発表等を行った。また、本研究の成
果は、今後も本学で実施する高齢者ケア
人材の教育プログラムとして活用すると
ともに一層の発展を図る。 
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